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(2)上･下流面水平打継目のクラックのボーリング調査 

1)ボーリング調査箇所の選定 

【上流面クラック】 

上流面クラックのボーリング調査箇所を表 2.2 に示す。調査箇所は、クラックの幅、

長期放置期間、隣接する横継目の漏水量、pH 反応の有無を考慮して選定した。クラ

ックの平均的な深さを確認するため、1 クラックについて 3 孔（①横継目近傍、②ブ

ロック中央、③両者の中間）を基本とした。 

 
表 2.2 上流面水平打継目クラックのボーリング調査箇所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【下流面クラック】 

下流面クラックのボーリング調査箇所を表 2.3 に示す。調査箇所は、漏水量･期間、

長期放置期間、を考慮して BL4･EL.436 と BL11･EL.408 を選定し、対照のため

に長期放置箇所でない BL9･EL.406 の 3 箇所を選定した。 

 
表 2.3 下流面水平打継目クラックのボーリング調査箇所 
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2)ボーリング結果 

ボーリングの結果は、打継面の密着度と面の状態の 2 要素の評価の組合せにより表

2.4 に示す 4 ランクに評価するものとした。評価基準を表 2.5 に示す。また、ボーリ

ングコア評価結果を表 2.6 に示す。コア区分 B と C の部分がクラック深さとなる。 

【上流面クラック】 

クラックの深さは最大で 2.2ｍと副止水板の設置位置 1.5ｍを越えるものあった。ま

た、付着分の状況から水との接触があったと考えられるため、漏水経路のひとつであ

ったと推定される。1 箇所で複数孔実施した BL5、BL14、BL15 を見ると、クラック

は横継目近傍ではやや深いが、ブロック中央ではごく表面に止まっている。 

【下流面クラック】 

下流面のクラックは、全般に上流面と比べてやや深くなっている。これは、堤体形

状により施工中の上載荷重が小さくなること等の影響と推定される。しかし、下流面

においてもクラックは、表面の浅い範囲に止まっている。 

 
表 2.4 ボーリングコア区分と要素評価の関係 
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表 2.6 ボーリングコアの評価 
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3)堤体の安定に対する影響 

クラックを考慮した堤体安定計算の結果を図 2.6～2.7 に示す。現況のクラック

の深さは堤体安定計算上許容される範囲に止まっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.6 ミドルサード条件に対する許容クラック深さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.7 せん断条件に対する許容クラック深さ 
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